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Ⅰ．はじめに 
本学において器楽ⅠⅡは必修科目であり、幼児教育者に必要な器楽（ピアノ）の基礎習
得を目的としている。器楽クラス編成は習熟度別になっており、20 名前後のグループレッ
スンを行っているが、今回は初心者指導の在り方をカリキュラムと照らしあわせながら、
考察する。 
 
Ⅱ．カリキュラムに基づく初心者指導 
① ハーモニー感の基礎 
この単元では音階と伴奏に必要な主要三和音を学習する。音階とこの三和音を反復学習
することにより、和音を記号化したコードネームの基礎やハーモニー感を養うことにつな
がる。例えば、三和音を習得した学生が『チューリップ』や『メリーさんのひつじ』のよ
うな簡単なメロディーに三和音を使って、和音づけをする。メロディーの広がりによって
どの和音を使ったら良いのかは、初心者にとっては瞬時にはわからないが、和音の動きに
パターンがあることを理解すると、徐々に簡単なメロディーに和音がつけられるようにな
る。これは、コード奏とよばれ、後の子どもの歌への伴奏の基礎を築く。 
 
② おとなのためのバイエル教本 
 初心者にとって左右 10 本の指を別々に動かすことは最初のハードルである。個人差は
あるものの、鍛錬によって克服することができる。この教材は指の鍛錬の導入と同時に読
譜の基礎を築く。楽譜と鍵盤の位置が一致し、目で見た音符を反射的に指に伝えることを
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習得する。大人の場合一つ一つの音符を読むことは容易にできるようになる。しかし、楽
譜を読みながら弾くことは拍やリズムの認識も同時に行うため、反射的にそれができるよ
うになるのには時間がかかる。短期間に習得するためには、導入時は楽譜に音名を書きカ
タカナを見ながら弾くことも効果的だ。なぜならば、音名さえわかれば、拍やリズムに目
がいくようになるからだ。この教材は簡単なリズムが含まれ、８小節程度の短い曲の両手
奏を何曲も学習することにより、読譜の理解力が高まり、子どもの歌の伴奏へのアプロー
チにつながる。 
 
③ 子どもの歌 
 本学で導入期に取り組む子どもの歌の伴奏は、既知曲が多く含まれる。そういった意味
ではこれまでの単元を習得した者にとっては比較的楽しく学習できるとともに少々複雑な
リズムも習得しやすい。ただ、バイエルが 5 指以内で弾ける曲が多いのに対し、子どもの
歌になると音域が広がる。ここでは、運指（指使い）が重要になる。指が動きづらい学生
にとって、音域が広がることによって混乱することの一つに、どのような運指をしたら良
いかわからないことが多い。初心者指導では弾きやすい運指を提示することがポイントに
なる。同じ曲で毎回、違った運指で弾くことは、たくさんの練習を積んでもスムーズな伴
奏にはならないため、導入期では徹底させる必要がある。これは、全ての単元で共通した
ことであるが特にたくさんの曲を短期間にこなしていく子どもの歌では特にそうである。
子どもの歌の伴奏は幼児教育者にとって、重要な単元であるが、基本は、まず右手でメロ
ディーを弾き、先に習得したコードで伴奏をする。学習する曲を既知曲にすることで、ハ
ードルは低くなり練習をすれば必ず弾けるようになる。そして、後にコード奏から分散和
音等の左手の伴奏に変化をつけたものへと発展するのである。定着したものから、弾き歌
いにつなげる。 
 
Ⅲ．まとめ 
一年間という短い期間にこれらの事全てを習得するには一見、ハードルが高いようにみ
えるが、積み重ねるといった学習の基礎が定着している学生にとってはこのようなカリキ
ュラムが確立されているため、伴奏の基礎はしっかりと身につけることができる。ただ、
個人差があるため課題を達成できない学生には問題点をアドバイスし、単元ごとの力が定
着するまで、徹底して指導を行っている。ピアノは簡単に音が出る楽器ではあるが、習得
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し子ども達を楽しませるような伴奏者になるまでには、相当の努力が必要なことも導入時
には知ってもらうことも大切である。安易にハードルを下げすぎて簡単に弾けるものだと
認識させることは練習の習慣がつかない。器楽では挫折感を味わうこともあろうが、幼児
教育者としての自覚をその都度、認識させモチベーションを保てるように指導することが
初心者指導では重要である。そして、器楽ⅢⅣ（２年目）では、より実践的な内容になる
が、実習などで幼児へのピアノ伴奏を経験した学生は、より一層モチベーションがあがり、
不足しているものを補うためにも授業への参加意欲が高まり、練習にも余念がない。それ
により、上達も著しくなる。本学を卒業しても鍛錬が必要であるが、２年間で基礎を固め、
自立学習できるように導くことが我々の最大の使命である。 
 
 
  
